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延髄外側梗塞により嚥下障害をきたした 54例（男性 42例、女性 12例、平均年齢 60.4歳）を経
口摂取可能までの期間により 3群に分けた（軽症：2週間以内：15例、中等症：3 ヶ月以内：26例、
重症：それ以上：13 例）。嚥下造影検査で喉頭挙上がみられるにも関わらず、梗塞の対側食道入
口部の通過異常を認める現象を passage pattern abnormality（以下 PPA）と定義し、PPAの有無で 3
つのタイプに分類した（type 1：PPA(−) の 32例、type 2：PPA(+) で延髄病巣側の食道入口部開大
が可能な 20例、type 3：PPA(＋)で両側食道入口部通過困難な 2例）。PPAがみられた 22例は、
いずれも中等症、重症であった。責任病巣については頭部MRI画像を用い、水平断で 7部位に、
垂直方向に 3部位に分類し吻側病変は、軽症では 47%、中等症 58%、重症では 92% にみとめた。
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